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【技術の概要】 

  本技術は、円形プレストレストコンクリート(PRC)造

柱と鉄骨(S)造梁との接合構法である。本構法で用いる

PRC造柱は、所定のかぶり厚さを確保するとともに、PC

鋼材のほかに設計で要求される主筋と帯筋を配置し、S

造梁が接続する仕口部の周囲にシアキーを形成するため

の凹凸を設け、遠心成形によって工場製作される。柱梁

接合部の施工の際、PRC造柱の外周に仕口鋼管を設置し、

ノンダイヤフラム形式によって仕口鋼管外面にH形鋼の

S 造梁が接合され、PRC 造柱外面と仕口鋼管内面の間に

高強度の無収縮モルタルを充填し、PRC造柱と仕口鋼管

が一体化される。仕口鋼管内面には、リング筋と称する

シアキーを予め溶接接合することにしている。なお、PRC

造柱は、遠心成形によると中空円形断面となるが、設計

応力によっては中空部にコンクリートを充填し、中実円

形断面柱とすることがある。 

【技術開発の趣旨】 

  本技術は、工場製作される PRC 造柱を用いるとともに、

仕口鋼管を介してPRC造柱とS造梁を現場接合によって

一体化することによって、柱梁接合部に要求される構造

性能を確保しつつ、施工の合理化を図ることを意図して

開発されたものである。 

【性能証明の内容】   

  申込者提案の PRC柱 S梁接合部は、長期荷重時に使用

上支障となるひび割れ等の損傷、ならびに短期荷重時に

修復性を損なう恐れのある損傷を起こさず、また本構法

設計指針に従い求めた終局耐力以上の耐力を有すると判

断される。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

グラウト充填による PRC柱と仕口鋼管の一体化 
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遠心成形による PRC柱の作製 
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